
家でできる理科の実験 

☝デンプンのあるものを調べてみよう 

用意するもの 

 ・ご飯  ・かたくり粉  ・小麦粉  ・砂糖  ・じゃがいも など 

 ・うがい薬（茶色いもの） 

 ※家庭にあるうがい薬は、デンプンに反応するヨウ素がふくまれています。 

  ヨウ素と同じように、デンプンに反応すると青紫色になります。 

実験の仕方 

 ①うがい薬をうすめる。ビールよりも少し濃いくらいがベスト。 

  うがい薬１、２滴に、水を少しずつ入れるのがポイント！ 

 ②かたくり粉と小麦粉、砂糖は、少量の水で練っておく。 

じゃがいもは切っておく。 

 ③調べたいものに、①を加えて、色の変化を見る。 

実験のポイント 

 ・実験の前に予想をしておいて、結果と比べると理科の見方が伸びます！ 

 ・分かったことをノートにまとめよう。 

 

 

☝デンプンとだ液のはたらきの関係を調べる 

用意するもの 

 ・ご飯  ・ジッパー付きのふくろ２枚  ・うすめたうがい薬 

 ・４０℃くらいのお湯   ・お湯を張る容器（ボウルや洗面器） 

実験の仕方 

 ①理科の教科書 P４９を参考に、だ液とご飯を入れたふくろと、水とご飯を

入れたふくろを用意する。 

 ②お湯でふくろを温めて、ふくろの上からご飯をよくもむ。（そしゃくをイ

メージして） 

 ③２つのふくろにそれぞれヨウ素を加えて、色の変化を比べる。 

実験のポイント 

 ・実験の予想や結果は、ノートにまとめよう。学校再開後の授業で活きます。 

 ・教科書では、４０℃のお湯で温めると書いてありますが、なぜ４０℃なの

か、冷たい水とお湯では色の変化はちがうのか、だ液はどういうはたらき

があるのかを調べてまとめるのもおもしろいと思います。 

 

 

 

 

 

ぜひ、わくわくタイムに 

やってみてね！ 

先生は、家で上記の実験を行いました。 

家にあるうがい薬でも、学校にあるヨウ素と同じ反応が出

たので、ぜひためしてみてください！ 



 

体のつくりとはたらき① （      ） 
 

☆ 教科書 P４５を読んで、次の□に合う言葉を書き入れよう。 
 

 心臓の動きを        といい、それによって起こる血管の動きを        という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ １分間のはく動や脈はくの回数を数えてみよう。 

日によって、または血管の場所によって、回数にちがいはあるかな？ 

人によって、年齢によってもちがいがあるかな？ 

 

日付       

だれの       

どこの       

回数       

 

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

（わかったこと・調べたいと思ったこと） 

心臓に手を当てると、ドクンドクンと脈打つ感じが分かるよね。 

でも、脈はくは？ 血管って、どこの？ 

そもそも、血管は体中にたくさんあるから、場所によって 

ちがうのかな？ 
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）   
視
点
の
ち
が
い
に
着
目
し
て
、
律
と
周
也
の
心
情
を
読
み
取
ろ
う
。 

 

雨が上がり、ふたりで 

歩き始めたとき 
天気雨に降られたとき 

二人ともだまりこんで 

しまったとき 
昼休みの出来事 

周也が一人で 

  しゃべり続けているとき 
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周
也 

【学
習
課
題
】 

 



 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

帰
り
道
② 
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）   
視
点
の
ち
が
い
に
着
目
し
て
、
律
と
周
也
の
人
物
像
を
考
え
よ
う
。 

◎
律
と
周
也
の
人
物
像
の
分
か
る
表
現
を
短
く
書
き
出
し
ま
し
ょ
う
。 

  
◎律の人物像を

一
文
で
表
す
と
・・・  

 
 

◎
周
也
の
人
物
像
を
一
文
で
表
す
と
・・・ 

人物像が表れている言葉  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

律
（赤
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

周
也
（青
） 

 
 

【学
習
課
題
】 

 



 
帰
り
道 

学
習
ガ
イ
ド 

こ
れ
は
、
課
題
の
進
め
方
が
い
ま
い
ち
よ
く
分
か
ら
な
い
、
ま
た
は
自
信
が
な
い
と
い
う
人
の
た
め
の

ガ
イ
ド
で
す
。
自
分
な
り
に
進
め
ら
れ
そ
う
な
人
は
、
こ
れ
を
見
ず
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。 

５
月
２
０
日
（
水
）
律
と
周
也
の
心
情
を
読
み
取
る
。 

①
ま
ず
は
音
読
。 

音
読
に
プ
ラ
ス
し
て
、
黙
読
（
だ
ま
っ
て
読
む
こ
と
）
は
何
度
も
し
ま
し
ょ
う
。
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
理

解
が
深
ま
り
ま
す
。 

②
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
く
。 

律
の
心
情
は
１
に
、
周
也
の
心
情
は
２
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
の
わ
か
る
部
分
に
、

え
ん
ぴ
つ
で
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
き
ま
す
。 

③
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。 

 

サ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
引
い
た
と
こ
ろ
全
て
を
書
く
の
で
は
な
く
、
登
場
人
物
の
心
情
が
よ
り
表
れ
て
い
る

表
現
に
着
目
し
て
、
そ
こ
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
き
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
五
つ

の
場
面
に
分
か
れ
て
心
情
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
ま
か
な
場
面
分
け
を
し
て
お
く

と
書
き
や
す
い
で
す
ね
。 

  

※
こ
の
物
語
は
、
律
、
周
也
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
同
じ
場
面
を
書
い
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
で
す
。
律
と
周
也
の
と
ら
え
方
を
比
べ
な
が
ら
読
む
と
、
よ
り
お
も
し
ろ
い
で
す
。 

       



 

５
月
２
１
日
（
木
）
律
と
周
也
の
人
物
像
を
考
え
る
。 

①
ま
ず
は
音
読
。
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
の
際
、
昨
日
読
み
取
っ
た
登
場
人
物
の
心
情

を
表
す
よ
う
に
、
な
り
き
っ
て
読
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

は
ず
か
し
が
ら
ず
に
！ 

②
人
物
像
の
分
か
る
部
分
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
く
。
律
は
赤
、
周
也
は
青
で
。 

 

１
律
の
視
点
、
２
周
也
の
視
点
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
性
格
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１
で
は
律
か
ら
見
た
周
也
、
２
で
は
周
也
か
ら
見
た
律
に
つ
い
て
の
描
写
も
あ

り
ま
す
。
律
は
赤
、
周
也
は
青
で
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

③
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
を
一
文
で
ま
と
め
る
。 

 

赤
色
で
引
か
れ
た
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
分
か
っ
た
律
の
人
物
像
を
、
短
く
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
き
出
し

ま
す
。
同
じ
く
、
青
色
の
方
も
書
き
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 

※
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
を
短
く
書
き
出
す
と
、
気
付
く
こ
と
が
あ
る
か
も
？ 

気
付

い
た
人
は
、
吹
き
出
し
や
ふ
せ
ん
な
ど
に
書
い
て
残
し
て
お
く
と
、
授
業
で
活
き
る
と
思
い
ま
す
よ
！ 

             

続
き
は
、
学
校
再
開
後
の
授
業
で
学
習
し
て
い
き
ま
す
。 

家
庭
学
習
の
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
子
、
自
信
の
な
い
子
、
様
々
な
不
安

を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
大
丈
夫
で
す
！ 

自
分
な
り
に
学

習
を
進
め
て
み
て
、
一
度
自
分
で
考
え
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
な
の
で
す
！ 

分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
学
校
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
自
分
な
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！ 



 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

笑
う
か
ら
楽
し
い  

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

    
 

 

「笑
う
か
ら
楽
し
い
」の
文
章
構
成
を
大
ま
か
に
分
け
て
、
ま
と
め
よ
う
。 

 

◎
「
笑
う
か
ら
楽
し
い
」
を
初
め
・
中
・
終
わ
り
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
こ
と
が
書

い
て
あ
る
か
、
要
点
を
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

◎
筆
者
の
主
張
に
対
し
て
、
あ
な
た
が
思
った
こ
と
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
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④ ③ ② ① 

形
式

段
落 

     

段
落
の
要
点 

【学
習
課
題
】 

 

単
元
の
め
あ
て 

 

教
科
書
４
５
ペ
ー
ジ 

単
元
を
通
し
て
身
に
付
け
る
力
、
活
動
を
見
通
し
て
学
習
す
る
の
が
大
事
で
す
。 


